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電動⼩型杭打機『ＤＨＪ−１５Ｅ』の試作機が完成 

持続可能な社会に向けて 
 
 

新幹線をはじめとした鉄道⾞両、物流を⽀える輸送⽤機器・橋梁、街づくりに不可⽋な建設機械などを⼿
掛けるインフラ創造企業、⽇本⾞輌製造株式会社（本社：愛知県名古屋市、代表取締役社⻑ ⽥中 守、以
下 ⽇本⾞両）および共同住宅や学校、商業・物流施設などの建築構造物や道路・鉄道橋梁などの⼟⽊構造
物の基礎を提供する株式会社テノックス（本社：東京都港区、代表取締役社⻑ 佐藤 雅之、以下 テノッ
クス）は共同で、建設基礎⼯事におけるサステナブルな社会の実現に向けた取組みの⼀環として、電動⼩型
杭打機「ＤＨＪ−１５Ｅ」を開発し、このたび、試作機が完成しましたのでお知らせします。 
 
１．⼩型杭打機の概要 

⼩型杭打機とは建設現場の基礎⼯事に使⽤される建設機械の⼀種
で、都市部や住宅地などに代表される狭隘地での杭⼯事や地盤改良⼯
事を主眼に開発された製品です。輸送性に優れたコンパクトなボディ
サイズでありながら⾼性能な掘削⼒を実現しており、⼤型機では施⼯
が困難な建設現場にも対応が可能で、狭い搬⼊路、狭い施⼯ヤードでの
中低層建物や⼯場内基礎施⼯で多くの施⼯実績を有しています。 

 
２．開発概要 

このたびの電動化は、構造物の基礎を構築するための杭⼯
事や地盤改良⼯事におけるカーボンニュートラルを⽬指し、
２０２３年４⽉より開発に着⼿しました。 

基礎⼯事で使⽤する⼩型杭打機の駆動⽅式を従来のディ
ーゼルエンジンから電動機に変更することで、基礎⼯事に伴
うディーゼル機関からの排出ガス量をゼロにしてクリーン
な施⼯環境を実現するとともに、その電源に商⽤電源を使⽤
し、グリーン電⼒を活⽤することでＣＯ２排出量ネットゼロ
とすることを視野に開発を進め、試作機の完成に⾄りまし
た。 
 



３．今後の⾒通し 
今後は、実際の建設現場での基礎⼯事において本機

を運⽤し、機器の運転状態や地盤の掘削状況などのデ
ータ収集を実施し、電⼒供給などを含めた電動化シス
テムの次フェーズへ向けた実証および検証を⾏い、本
機の普及を進めてまいります。 

なお、本機の運⽤状況などの概要につきましては、
適宜、両社のウェブサイトなどを通じて業界関係者を
含め広く皆様へ公開する予定です。 

また、実施にあたっては、リアルタイムで情報取得が可能なテノックスの保有する施⼯管理システム「Ｖ
ＣＣＳ」も合わせて検証し、環境に配慮するとともに信頼性および⽣産性の向上に資するシステムとなるよ
う努めてまいる所存であります。 
 
 
 
 
 
【会社概要】 
会社名   ⽇本⾞輌製造株式会社          株式会社テノックス 
代表者   代表取締役社⻑ ⽥中 守        代表取締役社⻑ 佐藤 雅之 
資本⾦   118 億円                17 億 1,090 万円 
従業員数  2,321 名                319 名 
本社所在地 愛知県名古屋市熱⽥区三本松町 1 番 1 号  東京都港区芝 5 丁⽬ 25 番 11 号 
ＨＰ    https://www.n-sharyo.co.jp/       https://www.tenox.co.jp/ 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
⽇本⾞輌製造株式会社 総務部 広報担当       株式会社テノックス 経営戦略本部 
TEL：052-882-3316                  TEL：03-3455-7758 
https://www.n-sharyo.co.jp/company/contactus.html     https://www.tenox.co.jp/contact/ 

 


